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＜患者様連絡事項＞

加賀谷　芙美子様　本人希望し、カタリンＫ(老人性白内障治療薬)処方しています。

使用期限は1月26日までとなっています。

阿部　文香様　　　本日、母様来院し希望されていた診断書を渡しています。面会は日曜

日と決めている為、本日来た事は本人へ伝えないで欲しいと話されて

います。壁を蹴り、破損した事について説明し「私が面会していた時

は機嫌が良かったのに」と話し、同室の患者様に対して「東病棟に居

た頃からあわない気がするので部屋を別々にして欲しい」と希望して

います。診察時、主治医へ情報提供していきましょう。

出河　攻様　　　　定期採血が毎月施行となっている事、事務の西垣さんへ確認していま

す。今月分も準備していますので明日の早朝７時に採血行って下さい

本人には明日施行する事伝えています。

青木　君夫様　　　1月中旬頃の退院を本人、家族希望しています。服薬に対しての必要性

の理解が出来ていない為、薬に関して本人に説明しながら服薬自己管理を勧めていきます。

上野　康弘様　　　「退院してもまた飲酒し繰り返すかもしれなくて怖い」と母様より話

されています。不安であれば主治医との面談も出来る事、家族勉強会

について説明しています。また、外出泊訓練について、母様より「行

かせません」と強い拒否あり、スタッフから外出泊訓練の必要性につ

いて説明し渋々了承している。母様にも外出泊訓練の理解をして頂き

準備出来る様に、配慮していきましょう。

濱田　奈々子様　広汎性発達障害であり、情緒的な発達の遅れ見られています。心の発

達段階が遅く、また家庭環境のストレスがあり、休息の為入院となって

います。本人が出来ている事をその都度、「出来ているよ」と正のフィ

ードバックをし自信がつくように援助していきましょう。

清水　進様　　　昨日の昼食・夕食不食しており、再三の声掛けにも拒否強く見られ本日

も昼食拒否しています。食事・間食状態の観察をし、食事摂取出来る様

に声掛けしていきましょう。

木村　忠史様　　目の充血あり、本人希望しＡＺ点眼(非ステロイド性・抗炎症点眼剤)処

方となっています。本人が希望した際に渡していきましょう。

佐々木　忠晴様　医療費について知りたいとの事で医事へ医療費を確認していますが、ご

家族からの連絡が本日も来ていません。明日、明後日も連絡が来ない場

合は、家族勉強会で来院した際に伝えていきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞

石切　久様　　　入院した頃より幻聴はあり、現在もテレビから「自分の事や青南病院の事が聞こえる」と話しています。精神状態の把握をし、突発的・衝動的な行動に注意し観察していきましょう。

久保　清美様　　現在の調子については良いと話しています。低血糖時の予測指示、本日から14日間指示貰っています。日内変動は、本人と主治医で相談し、２月に施行する事となっています。

青木　君夫様　　本人希望し、カタリンＫ(老人性白内障治療薬)処方しています。明日からの使用になりますので、深夜帯のスタッフで渡す事としています。

寺地　利代子様　目のかすみ訴えサンコバ点眼薬(調整機能改善点眼剤)処方となっています。本人が希望した際に渡していきましょう。また、診察時まとまりない発言や落ち着きのなさ見られています。精神状態の観察をし、他者とトラブルがない様に声掛けしていきましょう。

中川原　義雄様　現在の調子について自ら「ハイになっています」と振り返る事出来ています。歯痛あるとの事で本人希望し、ヨウフェナック(非ステロイド抗炎症薬)3日分　(1日2回　6包)処方となっています。本人から歯痛の訴えがあった際に服用させて下さい。以前処方して頂いた残薬が1包ありますので先に残薬から服用して下さい。

平　勝利様　　　鼻汁の訴えあり、本人希望しＰＬ(非ピリン系感冒薬)3P　3日分　

本日の夕方から処方となっています。風邪症状の観察行っていきましょう。

